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概 要 

実 例 

ビッグデータ基盤の上ディープラーニングによるアクティブ状況認識システム 
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スマートフォンから相手の今の興味や趣味、または旅に行きたい場所や旅行の大事なツールがわかったら便利ですよね？

ビッグデータと状況認識システムがこれを可能にします！まずコンピュータやネットワーク上にあるビッグデﾞータを分散ファ

イルシステムに保存して高速で処理します。そこから取ったデータをデータマイニング技術を通して処理し、情報を解析

します。また解析した情報をもとにデータが意味する状況を把握・分析し、その分析結果をから新たな状況や次の展開を

予想します。 

ビッグデータインフラ                       状況認識の 3 レベル 

目的及び方法： コンピュータが人間のように判断し、状況を認識するシステムをアクティブ状況認識システムと呼ぶ。人

間の認識は創造的であり優れた知的能力だが、持続性と処理するデータの量に限りがある。ビッグデータに基づいた認識

システムは今まで見つからなかった新しい知識や状況の認識ができ、あらゆる分野で新たに応用が出来る。

SNS(Facebook, Twitter など)からデータを取集して、分散ファイルシステム Hadoop 上で管理、その上のレベルでオント

ロジやルールによって判断と予想のための推論を行う。ディープラーニングによるウェブテキストからより正確な情報を取

る。 

ビッグデータからディープラー

ニングによる最新知識を！ 


